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要旨： 

JAFIC「おさかなひろば」で収集された 2000～2023 年の魚種別主要港別の水揚量のうち、小型浮魚類 6 魚
種といか類 3 種について年別全国水揚量の推移、マイワシ・さば類・マアジ・サンマ・スルメイカ・ヤリイ
カについて主要水揚港別の年別月別水揚量の推移をまとめた。また、この期間における日本周辺の平均海面
水温データ（気象庁）の季節別の経年変動もまとめた。その結果、海面水温は 2015 年頃までは比較的安定し
ていたが、それ以降は全ての季節で上昇傾向にあり、季節別の水温偏差の経年変動は季節込の変動より大き
かった。年々の全国水揚量は主に資源量を反映して変動してきたと考えられた。具体的には、さば類が 2005
年頃から、マイワシとウルメイワシが 2010 年頃からそれぞれ増加したのに対し、カタクチイワシ・マアジ・
サンマ・スルメイカ・アカイカは対象期間において減少傾向にあった。一方、主要港における各魚種の月別
水揚量は、日本周辺の海面水温の上昇や資源変動に伴う対象魚種の回遊の変化や漁業の変化に対応して、地
域的に変動してきたと考えられた。 
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1. はじめに 

水産庁 1)はサンマ・スルメイカ・サケの近年の不

漁問題を分析し、地球温暖化など不適な海洋環境と

過剰漁獲（乱獲）の影響を指摘した。具体的には、

日本近海の海面水温は 2023 年までの 100 年間で

1.28℃上昇したが、この上昇率は、世界全体の海面

水温の平均上昇率（0.61℃/100 年）よりも大きい。
2)また、2013/14 年にはレジームシフト（生態系の構

造転換）が生じたとされ、3)この頃から 2000 年以来

停滞していた海面水温（地球温暖化のハイエイタス

と呼ばれる）が急激に上昇傾向に転じた。4) 

2000～2023 年における日本周辺の平均海面水温

でも上記の上昇傾向が認められた（図 1）。各年の平

均水温偏差は-0.4～1.1℃の範囲にあったが（図 1 最

上段）、季節別にみると水温偏差の変動はこれより大

きく、特に夏季で-0.7～1.3℃と大きかった（図 1）。

これらに伴い、海洋熱波が頻発するなど、日本近海

の海洋環境は過去に例を見ない状況となっている。
5) 

地球温暖化の水産資源への影響は、水産生物の分

布・回遊・資源量など多岐にわたるが、春季の植物

ブランクトンの大増殖（ブルーミング）の早期化な

ど季節性の変化も重要である。6)マイワシなど小型

浮魚類については、プランクトン食性であるため海

洋環境の影響を受けやすく、7)いか類は短寿命（多く

は 1 年以内）であるため、海洋環境の影響が資源変

動に直結するほか、小型浮魚類と餌を巡る競合関係

にある可能性が指摘されている。8) 

小型浮魚類やスルメイカの資源変動はレジームシ

フトや魚種交替と呼ばれるように、海洋環境の変動

に応じて中⾧期的に大きく変動してきた。7-9)その有

力なメカニズムとして、マイワシ・カタクチイワシ・

マサバ太平洋系群では、魚種ごとに最適水温が異な
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ることが指摘されている。10-11) また、西部北太平洋

では、海面水温が低くクロロフィル濃度が高い年代

にマイワシが卓越し、カタクチイワシは少なかった。
12)一方、2010 年代に入ると、従来のレジームとは異

なる状況が生じ、小型浮魚類は新たな資源変動期に

入ったとされる。4, 13) 

 

 

図 1 2000～2023 年における年間および季節別の

日本周辺の海面水温偏差の推移 平年値は 1991

～2020 年の平均値、青色線と灰色部分は平滑化曲

線と 95%信頼区間を示す 

 

小型浮魚類といか類の漁獲量や水揚量の季節変動

は、個別魚種・系群について報告がいくつかあるが、
14-15)小型浮魚類といか類全体としてはまとめられて

いない。そこで本報告では、2000 年以降について主

要水揚港別に主要種の水揚量の年変動と月変動を解

析し、それらの変動要因について検討した。 

2. 材料と方法 

日本周辺の海面水温偏差データは気象庁 2)による。

全国主要港 16)における魚種別水揚量は JAFIC「おさ

かなひろば」から得た。なお、JAFIC 主要港におけ

る年間水揚量の漁業・養殖業生産統計（2000～2022

年）17)の漁獲量に対応するカバー率は表１のとおり

である。但し、ヤリイカは上記統計に含まれていな

いため、資源評価データ（2000～2021 年）18)に記載

されている漁獲量と比較した。また、ブリ（天然）

は漁業・養殖業生産統計のぶり類に対するカバー率

である。なお、アカイカのカバー率が低いのは、漁

業養殖業生産統計の「アカイカ」がアメリカオオア

カイカを含むためである。時系列解析にはフリーソ

フトウエア R のパッケージ TSstudio を用いた。19) 

 

表 1 JAFIC 主要港における各魚種水揚量の漁獲量

（漁業・養殖業生産統計、ヤリイカは資源評価デー

タ）に対するカバー率 

 

 

3. 結果と考察  

1）年変動（全国） 

2010 年頃からマイワシの水揚量が増加し、カタク

チイワシとサンマの水揚量が減少した（図 2）。さば

類（主にマサバ）は 2005 年頃から水揚量が増加し

たが、2019 年頃から水揚量が減少した。ウルメイワ

シも 2005 年頃から増加し、2009 年から中～高水準

魚種 カバー率 魚種 カバー率

マイワシ 81% サンマ 94%

カタクチイワシ 40%

ウルメイワシ 55% スルメイカ 63%

マアジ 69% ヤリイカ 75%

さば類 83% アカイカ 30%
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を維持している。マアジの水揚量は比較的安定して

推移してきたが、2015 年頃からやや減少した。 

マイワシとさば類の水揚量増加は、好適な海洋環

境に加え資源管理に伴う資源量の増加によるものと

考えられる一方、サンマの水揚量減少は、海洋環境

の悪化と過剰漁獲の影響に起因した資源量の減少に

よると考えられる。1, 20)マアジの漁獲量や資源量の多

くを占める対馬暖流系群では、2015 年までは過剰な

漁獲圧がかかっていたが、その後過剰漁獲は解消さ

れたため、今後は資源量・漁獲量とも増加すると見

込まれている。21)カタクチイワシについては、漁獲

量と資源量が多い太平洋系群では過剰漁獲などによ

り資源量減少が著しいが、瀬戸内海系群では近年は

過剰な漁獲圧はかかっておらず、2000 年以降も高水

準で推移してきた。20, 21) 

 
図 2 小型浮魚類の水揚量の推移 

 
図３ いか類の水揚量の推移 

 

いか類では、2015 年頃からスルメイカ（生鮮・冷

凍）、2010 年頃からアカイカ（ムラサキイカ、ほぼ

全量が冷凍）の減少が顕著である（図 3）。このスル

メイカ水揚量の減少は主要 2 系群（冬季発生系群と

秋季発生系群）に共通しており、産卵場での水温上

昇や過剰漁獲によるものと考えらえている。1)また、

スルメイカの資源量変動はカタクチイワシやマアジ

に似ており、スルメイカの産卵場変動が海洋環境の

影響を受けるため、8)海洋環境の中⾧期変動（レジー

ムシフト）に大きく依存するが、漁獲の影響も受け

る。1)実際、スルメイカの 2 系群の親子関係（産卵親

量と加入尾数の関係）には 1991 年と 2015 年にシフ

トが見られ、1991～2015 年はそれ前後の期間に比

して親魚量に比して多くの加入が見られた。22)また、

秋季発生系群では 2018～2019 年は過剰な漁獲圧

（MSY を達成する漁獲圧以上）がかかっていたが

2020 年以降はそうではなくなった。21)冬季発生系群

では 1980 年から⾧らく過剰な漁獲圧にさらされて

いたが、2022 年にはようやくそれを脱した。21) 

アカイカは、1970 年代スルメイカの不漁に伴いに

開発されたが、近年のスルメイカ資源の減少により

日本のいか産業において再び重要種となった。23)し

かし、2012 年以降は、アカイカの資源量減少などに

より水揚量が減少したと考えられる。23)本報告期間

におけるヤリイカの年間水揚量は 167～550 トンと

少なかったが、最近はスルメイカやアカイカの減少

に伴い、相対的な重要性が増している。 

最後に、このような漁獲圧の変動の背景として重

要と思われる 2 点を記す。第一に、上記魚種を主に

漁獲する沖合漁業の漁船（20～199 トン階層）の数

は減少してきたが、その要因として、大臣管理漁業

における資源管理のための減船や漁業不振による漁

船の廃棄があったことや、一部の例外を除き、資源

量に対して多いとの判断により、漁船を廃棄した場

合には新たな許可を出さない運用などが挙げられる。
24) 第二に、従来からの漁業者による自主的な資源管

理という手法に加え、TAC 制度（1997 年）や資源

回復計画（魚種系群の資源状態に応じて 2002 年以

降導入）などの新たな資源管理の取り組みが加わっ

た。25) 

2）年月変動（全国および特徴的な水揚港） 

マイワシの全国水揚量は資源回復に伴い、11～12
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月を除いて 2011 年頃から増加した（図 4⁻1）。盛漁

期は 7～10 月で、道東で集中的に水揚されてきたが、

8 月は盆休暇のため水揚量が少ない。石巻港や境港

の水揚量からみると、2020 年頃から盛漁期が早くな

った（図 4-2, 3）。また、2024 年はロシア主張 200

海里水域で例年より早く 5 月からマイワシが漁獲さ

れはじめ、2024 年のロシア極東水域の漁獲量は

1991 年以降で最多となった。26)これらの原因として、

水温上昇によるマイワシの北上回遊の早まりが考え

られる。 

 

図 4-1 マイワシ（全国）の年月別水揚量 

（千トン）の推移 

 
図 4-2 マイワシ（石巻港）の年月別水揚量 

（千トン）の推移 

 

図 4-3 マイワシ（境港）の年月別水揚量 

（千トン）の推移 

 

さば類の全国水揚量は、2005 年頃から 9～12 月

を中心に増加したが（図 5-1）、2020 年頃から減少し

た。この増源は主にマサバ太平洋系群の資源量変動

による。20)なお、マサバの旬は 10～2 月、ゴマサバ

の旬は 6～10 月とされる。9) 

マサバ太平洋系群の主要漁業である北部太平洋海

区大中型まき網漁業（北まき）の月別漁獲量を 2007

～2019 年漁期について解析した研究 14)によると、

この期間に主漁期が 7～9 月から 10～12 月へと遅れ

ており、その原因として水温上昇と資源増加に伴う

夏季の索餌域の北上が指摘されている。 また、2015

年頃からの海面水温の上昇に伴い、さば類の秋季の

南下が更に遅れ、2022 年からは太平洋側で著しい不

漁となったが、この不漁は銚子で顕著であった（図

5-2）。この不漁とその原因については、水温上昇や

資源量の減少が考えられる。27, 28) 

 

図５-1 さば類（全国）の年月別水揚量 

（千トン）の推移 

 

図５-2 さば類（銚子港）の年月別水揚量 

（千トン）の推移 

 

 一方、石巻では 2021 年以降、5～6 月の水揚量が

相対的に多くなった（図 5-3）。なお、石巻港の

2011～2014 年の水揚量が少なかったのは東日本大

震災の影響である。対馬暖流系でも 2020 年頃から

松浦港の水揚量が減少したのに対して（図 5-4）、

境港港の水揚量は 2022 年以降 5～6 月にも多くな
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り、石巻港と似た傾向にあった（図 5-5）。境港と

石巻港における春季の水揚量増加の一因として、海

面水温上昇に伴う南下の遅れや分布の北偏が考えら

れる。 

 
図５-3 さば類（石巻港）の年月別水揚量 

（千トン）の推移 

 
図５-4 さば類（松浦港）の年月別水揚量 

（千トン）の推移 

 
図５-5 さば類（境港）の年月別水揚量 

（千トン）の推移 

 

マアジでは、2015 年頃までは初夏（5～7 月）と

秋（9～12 月）に水揚量が多かったが、2017 年頃か

らは水揚量が減少しつつ、主漁期も初夏になった（図

6）。この傾向は境港と松浦港に共通していた。島根

県沿岸におけるまき網と底曳網によるマアジの盛漁

期も春～初夏であるが、この時期に漁獲量が増加す

る原因として、当歳魚がこの時期に来遊すること、

マアジにとっての適水温（16℃以上）の水塊が形成

されるため、そして脂肪量が増加するためと考えら

れている。29)一方、秋（9～12 月）の水揚量が減少し

た原因はよくわからないが、旬の時期（3～11 月）9)

ではないことや、松浦港や境港港におけるさば類の

冬季の好漁（図 5-4, 5-5）と関連している可能性が

ある。 

 

図 6 マアジ（全国）の年月別水揚量 

（千トン）の推移 

 

サンマは、2000 年代から秋冬季（9～11 月）が主

漁期であったが、2015 年頃から不漁となり、漁期も

短くなった（図 7）。この原因として、資源量の減少

に伴い 2013 年頃からは漁場が沖合化し、日本周辺

には形成されにくくなったことが考えられる（水産

庁）。また、台湾や中国などの外国漁船が 5 月から操

業する公海域へ日本漁船も出漁するようになったこ

とも漁期が不明瞭になったことに影響したと考えら

える。なお、近年の漁場と水揚量の詳細については

渡邊 30)を参照されたい。 

 

図 7 サンマ（全国）の年月別水揚量 

（千トン）の推移 

 

スルメイカは秋季発生系群と冬季発生系群から構

成され、前者の主な産卵場は山陰～東シナ海北部、

後者は東シナ海とされている。8)スルメイカ漁場は、

夏季の索餌域（日本海北部や太平洋北部）から、産

卵場に向けて徐々に南下する。8)全国の水揚量は
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2000 年から 2015 年頃までは夏秋季（8～11 月）が

主体であったが、この傾向は 1980 年代と同様であ

った。15)その後、資源量減少に伴い著しく不漁にな

った（図 8-1）が、地域別にみると、日本海中部の酒

田港や金沢港では 5～7 月の主漁期が 2017 年頃から

遅れる傾向が見られた（図 8-2, 3）。一方、産卵場に

近い境港と松浦港では、秋冬季に見られた盛漁期が

2008 年頃から遅れはじめ、2016 年頃からは更に水

揚量が減少し、盛漁期が不明瞭になった（図 8-4, 5）。 

 

 

図 8-1 スルメイカ（全国）の年月別水揚量 

（千トン）の推移 

 

図 8-2 スルメイカ（酒田港）の年月別水揚量 

（トン）の推移 

 

図 8-3 スルメイカ（金沢港）の年月別水揚量 

（トン）の推移 

 

図 8-4 スルメイカ（境港）の年月別水揚量 

（トン）の推移 

 
図 8-5 スルメイカ（松浦港）の年月別水揚量 

（トン）の推移 

 

ヤリイカの主漁期は 2000 年代前半には夏季（7～

8 月）であったが、その後水揚量が減少するととも

に主漁期が冬季（11～1 月）になった（図 9）。石巻

港の水揚量のピークは冬季であるのに対し（図 9-2）、

松浦港の水揚のピークは夏季である（図 9-3）。ヤリ

イカの漁場は北海道から九州に広く分布するが、ヤ

リイカ太平洋系群では北部海域の漁獲量は高い水準

で推移してきた。一方、中部と南部では 2012 年頃

から漁獲量が減少している。21)そのため、夏季の水

揚量のピークが見られなくなったと考えられる。 

 

 

図 9-1 ヤリイカ（全国）の年月別水揚量 

（トン）の推移 
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図 9-2 ヤリイカ（石巻港）の年月別水揚量 

（トン）の推移

 

図 9-3 ヤリイカ（松浦港）の年月別水揚量（ト

ン）の推移 

 

4. まとめ  

2000 年以降のマイワシ、カタクチイワシ、さば類、

マアジ、スルメイカの水揚量の推移には魚種交替現

象が見られたが、この原因として、マイワシとさば

類（主にマサバ太平洋系群）では好適な海洋環境に

加えて資源管理の効果が考えられた。スルメイカと

サンマについては、不適な海洋環境と過剰漁獲によ

り資源量と水揚量が減少してきた。季節的にみると、

マイワシ、さば類、スルメイカでは、2015 年頃から

始まった日本周辺の海面水温の上昇により、魚群の

南下回遊と漁期が遅れた。一方、サンマでは 2015 年

頃から資源減少と分布の沖合化が顕著になり、漁期

が短くなった。 
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